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[外国語]

Interactionを 増 加させ,英 語学習に対す る

動機づけを行 う指導の工夫

一near-peerrolemode1の 活 用 を 通 し て 一

倉若 拓人*

1問 題 の所在

自分の考えや思いを表現 し,相 手に伝えられるような英語力 を生徒につけるのは,全 ての英語教師の使命である。中

学校学習指導要領(2008)に おいても 「コミュニケーションを図ろうとする態度の育成」を図 り,「コミュニケーショ

ン能力の基礎 を養 う」 ことが 目標 として掲げられている。また,内 容的にまとまりのある文章を作成する力や基本的な

語彙や文構造 を活用 し,発 信する力の育成が強調 されている。

しか しながら,学 習 した英語 を駆使 しコミュニケーションを図ろうとする姿勢 を,我 々教師が生徒に身に付けさせ ら

れているのか,依 然 として疑問に思うことが多 くある。むしろ英語を教室で使 うことに対 して恥ずか しさを覚え,英 語

学習に対する意欲す ら失いかけている生徒が増えているとさえ感 じる。

小 ・中学校の英語教育 に関する基本調査 ・速報版(ベ ネッセ教育研究開発センター2011)に よれば,彼 らの英語学

習への動機づけとして,約8割 の生徒が 「英語のテス トで よい点数を取 りたいから」 と答えている。 これに対 して 「英

語 はこれからの国際社会で必要となると思 うか ら」など,英 語学習に対する目的意識が読み取れる回答 をした生徒の割

合 はそこから10ポ イント以上低い割合である。生徒 に日的をもって英語学習に取 り組ませ,自 分の考えや思いを相手 に

伝わるように表現 させるにはどうしたらよいのか。そ して,発 信することが重要な課題 となった今,ど のように彼 らの

英語学習に対する意欲 を高め,表 現活動 に取 り組ませるかが,こ れからの大きな課題 となる。

その一・つの解決策 として共に学ぶ級友の力 を強調することが挙げ られる。級友は,同 じ文化背景をもち,歳 が近い。

英語を使いこなしている級友の模範 を提示する(near-peerrolemodel以 下NPRM)こ とによって,生 徒は自分なりの方

法で,そ の英語を試そうとするきっかけ とすることができる(Murpheyl998)。 仲間の活動の様子か ら,与 えられた課

題 にどう取 り組むべ きかを学んだ り,自 己の英語のモニタリングを行った り,何 よりも,自 分ならで きると強 く動機づ

けされたりすることは,学 習者本人にとって有益である。すでに,人 は何 を,ど のように学習すべきかについて自ら制

御できると感 じ,結 果 を予測できる ときに,興 奮物質 ドーパ ミンが分泌 され,学 習が強化 されるとい う研究結果が実証

されている(Sapolsky2009)。 また,他 人の行動 を見 る際に,自 分 自身がその行動を行 っているのと同じように,運 動

指令ニューロンが活性化 され,学 習が加速 されるという研究結果 もある(Ramachandran2009)。 生徒のモデルを見て

から言語活動 に移ることは,同 様 に生徒 自身の学習 を促進 させ ると言える。 しかし一方で,教 室内での生徒同士の,英

語 または日本語 を介 したinteractionの少ない高等学校や中学校 の英語の授業の中では,仲 間の英語力 に刺激 される機会

はほとんどない,と 指摘する声があるの も事実である(Murpheyl998)。 小 ・中学校の英語教育 に関する基本調査 ・速

報版(ベ ネッセ教育研究開発センター2011)に よれば,英 語授業 に対 して肯定的回答が少ない項 目は 『ALTと の授

業が少ない』『英語 を使 う時間が少ない』 となっている。多 くの英語教師が指導過程において生 の英語に触れさせた り,

英語を使わせた りしている一方で,生 徒の感 じ方には距離があることがわかる。

以上のことから,英 語の授業展開過程 において,意 図的にNPRMを 設定 し,生 徒同士のinteractionを増やせば,生 徒

の英語学習に対する動機づけとなるのではないだろうか。

2研 究の 目的

生徒の英語学習に対する意欲 を高めるために,英 語活動の際にNPRMを 設定することにより

(1)英 語力 に関する伸長を感 じることができるかを明 らかにする。
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(2)自 己の学習に対する動機づけがなされたかを明らかにする。

3研 究の内容 と方法

生徒同士のinteractionを増や し,互 いの英語学習 に対する意欲を高める目的で,2011年4月 か ら2011年7月 にかけて,

以下に示す点を工夫 して授業を構成 した。

(1)普 段の授業場面におけるNPRMの 設定

① ねらい

教師がALTと,も しくは教師のみで様々な言語活動の例示 をすることだけでは十分ではないと考える。同 じ文化背

景 をもち,歳 が近 く,英 語を使いこなしている仲間の様子を見た り,聞 いた りして 「これなら自分 もできる。」「自分 な

らこうしよう。」 と感 じさせ ることは,生 徒の英語学習 において大 きな動機づけにな りうる。また,他 の学習者 と英語

の文法や語法,ス ピーキングやライティングの方法等 について質問 した り,意 見 を交わ したりすることは,学 習者双方

の学習を促進する。そこで普段の授業の中で次の場面でNPRMを 設定する。

② 具体的な設定場面

ア 新出語句の発音

教科書本文 に出てくる新出単語 については,教 師対生徒の練習の後,5～6人 の生活班に分け,生 徒の発音に合わせ,

他の生徒が発音を繰 り返す活動 を行 わせる。

イ 教科書本文の音読

新出語句の練習 と同様 に,教 師対生徒の練習や個人の読み練習の後,必 ず生徒の範読を聞かせる。そこから生徒同士

のペアリーディングやピリオ ドリーティングなど,生 徒 同士が音読をした り,わ からない部分 を教え合った りする時間

をとる。

ウ 文法説明

新出文法の説明の際,ペ ァを組 ませ,教 師が指導 した内容 を,生 徒からパー トナーの生徒へ再度説明させる。

エ コミュニケーション活動の例文提示

コミュニケーション活動の例文を練習する際に,ま ず,教 師1人2役(も しくはALTと 教師)の モデル会話後 に,

生徒が繰 り返す練習 を行 う。その後,教 師対生徒(も しくは生徒 同士)の モデル会話 を全体 の前で提示 し,コ ミュニ

ケーション活動に入る。

(2)プ レゼンテーション指導場面におけるNPRMの 設定

① ねらい

ただ無 目的に単語 を書 く練習 をしたり,パ タンプラクティスを繰 り返 した りするだけでは,自 己の英語力が どれだけ

伸長 しているかを知ることは難 しい。 自分たちが練習 して きた内容が,実 際の場面でどのように使用 されるのか を学習

者 に実感 させ る必要がある。そこで,自 己の英語力の伸長を感 じさせ,他 の級友から英語を学ばせる日的として最 も有

益 な機会 としてプレゼンテーシ ョンを年間指導計画 に位置づけ,以 下の計画で指導 を行 った。

② 具体的な設定場面

2010年3月(2学 年時)と2011年7月(3学 年時)に クラス全員の前 に立ち,原 稿 を見ずにスピーキングを行 う場 を

設定 した。テーマは 「自分の好 きな もの(3月)」 と 「誘 う ・提案する(7月)」 とした。形態は3月 には個人,7月 に

はペアで行 った(表1の 指導計画参照)。 プレゼンテーシ ョンの際にはその様子 をビデオ撮影するということを生徒 に

伝 え,普 段の授業 とは異 なる緊張感 をもって練習 させようと考 えた。 また,原 稿 を見なが ら発表することを禁止 し,そ

のとき自分が覚えた内容で発表 させ ることにした。他 の発表 を鑑賞する活動その ものがNPRMと しての機能を持ってい

るのに加え,発 表前にスピーチの原稿やリハーサルの様子を学習者同士で見ることによっても同様の効果が期待できる

と考えた。

さらに,発 表後は,ビ デオ撮影 したファイルを生徒 ・職員共有サーバーに保存 し,ク ラスの生徒が 自由に閲覧できる

ようにし,そ れ らを鑑賞 した。また,優 れた発表を全体で取 り上げ,発 音や間,立 ち振 る舞い等を強調 しなが ら解説 し,

発表者 とそれ以外の生徒両方の動機づけを図った。
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表1プ レゼンテーション課題の指導計画

時数

-
⊥

9
自

3

4

5

○学習内容 ・教師の指導

○発表原稿の作成
・過去の生徒 の発表原稿を見せ,

を知 らせる。

自分の発表に必要な語彙や内容

○リハーサルと練習
・ジェスチャーや抑揚 ,問 等,非 言語要素を指導する。 また,そ

の様子 を生徒 に見させ,自 分の発表の参考にさせ る。

○発表
・ビデオ撮影と司会進行を行 う。

○振 り返 り
・共有サーバーに保存 したファイルを鑑賞させ,生 徒 同士に発表

内容 を評価 させる。
・アンケー トを実施 し,発 表への取組 と成果を自己評価させ る。

研究の目的との関連

①スピーキングの準備段階 として,必 要な

語彙や内容 を仲間の発表内容から学ぶ。

①スピーキングにおける非言語要素を教師

と仲 間の指導から学ぶ。

②他の発表の様子か ら自己の動機づけとす

る。

②他の発表の様子か ら自己の動機づけとす

る。

②仲間 と自分の発表の様子か ら自己の動機

づけ とする。

③過去の自分の発表 と比較 し,自 身の英語

力の伸長を感 じ取る。

(3)検 証方法

① 授業における生徒 の観察

普段の授業の中で,生 徒の学習場面における活動の様子を観察 し,NPRMの 設定 により学習への動機づけに関 してど

のような変容がみ られたかを記録 してい く。

② アンケー トとその分析1 表
2自 由記述欄の判定基準とその例学習活動の後に

,以 下のア～ウの項 日

についてアンケー ト調査 をすることによ

り,自 分たちの英語力がどのように変化

した と感 じているかについて検証する。

ア 英語の発音が上手 になったと感 じ

るか

イ 英語 を話 したり,書 いた りする際

に英語 を上手に使 えるようになっ

たか

ウ 教師や級友が使用する英語の内容

がわかるようになったか

③ アンケー トとその分析2

アンケー トに自由記述 の項 目を設け,

仲間の活動の様子を見て,自 己の動機づ

けとしている ものがあるかを検証する。

表2の ように生徒の記述内容を3種 類に分類 し,レ ベルHと 皿の生徒の割合を算出する。

④ アンケー トとその分析3

さらにレベル皿の生徒 を抽出し,NPRMに ついて感 じることについてインタビューを行い,具 体的にどのようなこと

で動機づけられているのかを明らかにする。

レベル 判定基準 記述の例

皿

他人の発表内容 と

自分の改善点につい

て両方 を記述 してい

る。

・みんな自分のことばのように話 していたの

で,次 回は自分 も完壁に覚えて話せるよう

にしたいです。
・みんな発音がよくて英語 らしいと思いまし

た。自分 も授業の発音練習を大切 にしてい

きたいです。

II

発表内容について,

自分か他人のどちら

かについて振 り返 り

を記述 している。

・僕たちよりも発音が上手なグループがいた

ので真似 したいです。

・様 々な場面 や英文があって とても参考 に

なった。

1

記述内容が他の発

表内容 について関連

していない。または

具体的でない。

・ち ゃん とで きて よか った。

・みんなの発表 がす ごかった。

・ス ピーチ は とて もお もしろか った
。

4結 果

(1)生 徒の変容

授業観察 を通 して次のような生徒 の変容が見 られた。

ア 新出語句の発音指導において

教師役をする生徒が責任をもって発音することにな り,他 の生徒 も普段 より大 きく, はっきりとした声量で練習 に取
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り組む姿が見 られた。また,ク ラス全体でも1語 ずつ代表生徒 に発音 させ,ク ラス全員に繰 り返させる手川頁をとった。

この活動の導入後は,声 量 と発音の英語 らしさの面で,明 らかに活動への取組が向上 した。(声量や発音の変容)

イ 教科書本文の音読において

生徒同士のペアリーディングやピリオ ドリーティングなどを行 った後 に,教 師とともに発音の確認をすると,声 量や

流暢さなど,質 的な向上がみられた。(声 量や流暢さの変容)

ウ 文法説明において

自分自身が理解 した内容を自分の言葉で他の生徒 に説明するため,自 分の理解が不十分であった場合には 「わかって

いない」 という状態に気付 き,周 囲に質問したり,教 えてもらった りするとい う自発的な活動が見られた。一方で,説

明を受ける側 にとっても,説 明が不十分であった り間違っていた りする場合には,逆 に自分の方から説明 した り,教 え

た りする活動 につながる様子 も見 られた。(自発的な質問や活動の増加)

エ コミュニケーション活動の例文提示において

コミュニケーション活動を通 して,生 徒同士で自分 自身 も英語 を英語 らしく使えるようにな りたい と,積 極的に練習

に取 り組む雰囲気ができ上がった。また,教 師から離れ,隅 で仲良 し同士固まって練習する姿が少なくな り,教 師と意

欲的にかかわ り,自 分の英語 を聞いてもらいたい という積極的な姿が見 られるようになった。(積 極的に活動 にかかわ

る姿の増加)

オ プレゼ ンテーション指導場面 において

まず,前 年度に同じ課題に取 り組んだ生徒が作成 した原稿 を見せることで,生 徒は自分の発表 したい内容に近いもの

を探 したり,気 に入った表現方法を探 した りして,自 分の原稿 に書 き加えていった。特に英語が不得意な生徒にとって

は,大 きな助 けとなり,活 動が停滞することなく学習に取 り組む姿が見 られた。

また,発 音や立ち振 る舞いの指導をクラス全体の前で行 うことで,そ れを見ている側が 「自分たちならこんなことが

できるな」 と考え,1つ のグループへの指導内容を全体に広めることができた。 リハーサルは,先 行グループを参考 と

するため,順 番が後の組 ほど発音やジェスチャー,間 の取 り方などが向上 していった。本番でも練習 した通 りの発表 を

行い,生 徒の表情には大 きな満足感があった。さらに,振 り返 り活動では,学 校内サーバーに保存 した仲間の発表 を再

度見て感嘆の声 を上げるなど,他 の学習の成果を肯定的に評価 し合 う様子が見 られた。(他 の学習成果か ら学ぶ姿の増

加)

(2)ア ンケー トの分析 から

① 分析1「 自己の英語力の伸長 を

感 じることができたか」

図1に 示す とお り,「4月 よ り英語が

わかるようになったと感 じる」 と回答 し

た生徒は,「 あてはまる」「どちらか とい

えばあてはまる」 という肯定的評価 を合

わせると79%で あった。同様に 「発音が

上手になった と感 じるか」 という質問に

対 しては91%が,「 英語が使 えるように

なったか」に対 しては85%以 上が肯定的

な回答 をしている。このことからNPRM

を位置づけた授業を通 して約8割 以上の

生徒 に英語力の伸長 を実感させる効果が

見 られたことがわかる。

0

自由記述を集計すると,

4月 よ り英語が

わかるようになった

と感 じる

が

た

る

音

つ

じ

発

な

感

り

に

と

よ

手

月

上

4

4月 よ り英語が

使 えるようになった

と感 じる

lll
%19

叫
8

%15

%40

%30

%30

%55

%49

%51

一

一

■

0%20%40%60%80%100%

□ あてはまる

(そのように感 じる)

口 どちらかといえば

あてはまる

□ どちらかといえば

あてはまらない

□ あてはまらない

(そのように感じない)

図1英 語学習の振 り返 りアンケー ト

分析2「 学習に対する動機づけはできたか」

レベル皿の生徒が28.3%,レ ベルIIの 生徒が56.6%,レ ベル1の 生徒が8.1%で あった(表

3参 照)。 半数近 くの生徒が仲 間や自分の発表の良い部分 に目を向けている。 さらに3割 強の生徒が,改 善点に目を向

け,今 後 どのように英語学習に取 り組みたいかを記述 している。レベルHと 皿を合わせると,9割 超の生徒 において何

らかの形で学習への動機づけが行われている。
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③ 分析3「NPRMに 対するインタビューの結果」 表3自 由記述欄の レベルごとの割合

インタビューによる主な生徒の感想は次のとお りである。 どのような場面

で動機づけにつながったか という観点から整理すると,3つ に分類すること

ができる。

ア 他のモデルを見 ることにより動機づけられた

「NPRMを 見ている側はモデルを見て,自 分 も真似 した り,も っと上手

に話 した りしたいとい う気持ちになる。」

「あまり流暢でないモデルを見たとしても
,自 分 なりの方法で英語 を話そ うとする準備ができる。」

「教師対生徒や生徒対生徒のモデルを見 ることにより,課 題 をより身近に感 じることができ,学 習意欲がわく。」

イ モデル として他 に見 られることにより動機づけられた

「NPRMに なる側 も,他 の級友に見 られているので,上 手に英語 を話そうとい う気持 ちになる。」

ウ 相互にかかわる活動の中で動機づけられた

「仲間がどのように英語を話 しているかがよ くわかるので
,さ らに別の仲間に教 えるときに自信をもって説明する

ことができる。」

「教える過程で自分がわかっていない点に気付 くことができ
,調 べた り,教 師や別の級友 に質問 した りしようとす

る気持ちになる。」

このように,NPRMを 取 り入れた学習の中では,様 々な形で英語学習のへの動機づけが行われた。

生徒の割合

レベル皿 28.3%

レベ ルII 56.6%

レベ ル1 8.1/

5考 察

以上の結果か ら,以 下の効果があったと断定できる。

(1)NPRMを 活用 した授業によって生徒 は英語力の伸長 を感 じることができた。

まず,授 業の観察で 「声量の増加」や 「流暢さの向上」などがみ られたことから,生 徒が自信 をもって英語を発声す

るようになったことがわかる。次にアンケー トの結果か ら,生 徒 自身が 「英語が理解で きるようになった(79%)」,

「英語の発音が よくなった(91%)」 ,「英語が使 えるようになった(85%)」 と感 じている。 このことから,NPRMを 通

して生徒が しだいに自信 をもって学習を進めることがで きるようにな り,英 語力の伸長 について実感 をもてるように

なったと考えられる。これはアンケー ト分析3の インタビューに対する 「仲間が どのように英語を話 しているかがよく

わかるので,さ らに別の仲間に教えるときに自信をもって説明することができる。」 という感想からも裏付けられる。

(2)NPRMを 活用 した授業によって学習に対する動機づ けがおこなわれた。

授業の観察の中で 「周 囲に質問 したり,教 えてもらったりする自発的な活動が見 られるようなった」,「隅で仲良し同

士固まって練習する姿が少な くな り,教 師と意欲的にかかわ り,自 分の英語を聞いてもらいたいとい う積極的な姿が見

られるようになった」などの変容が確認 された。 このように,積 極 的に学ぼうとする姿が多 く観察されるようになった

ことか ら,生 徒一人ひとりの中で学習への動機づけが高まったと考えられる。

一方,ア ンケー ト分析2の 結果か ら,多 くの生徒が他の活動 を参考にし,具 体的に自分の活動に結びつけなが ら振 り

返 りを行っていることがわかった。今までの学習活動では,振 り返 りの記述内容が個人の枠の中に留ま りがちであった。

これに対 してNPRMを 取 り入れたことにより,生 徒の記述が広が りや具体性を増 して きている。 この広が りや具体性 は

次の学習への動機づけに強 く結びついていると考えられる。

また,ア ンケー ト分析3の 結果から,NPRMを 活用 した授業では,単 に他 のモデルを見ることによってだけ動機づ け

をされるのではなく,他 の級友から見 られる活動やお互いにかかわる活動の中において も,多 様 な形で相互に動機づけ

られていることがわかった。

(3)生 徒同士のinteractionが 増加 し,学 び合う学習環境が醸成 された。

授業観察の中で 「周囲に質問した り,教 えて もらった りする」活動や 「他の学習の成果を肯定的に評価 し合う」様子

など,生 徒同士がNPRMを 通 して積極的にかかわろうとする姿が見 られるようになった。また,前 述のアンケー ト分析

3の インタビューにおいても 「教師対生徒や生徒対生徒のモデルを見ることにより,課 題をより身近に感 じることがで

き,学 習意欲がわ く。」 「あま り流暢でないモデルを見た としても,自 分 なりの方法で英語を話そ うとする準備ができ

る。」「教える過程で自分がわかっていない点に気付 くことができ,調 べた り,教 師や別の級友 に質問 した りしようとす
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る気持ちになる。」 という回答があった。

このことか ら,NPRMが 単に生徒同士のかかわ りの場 を増加 させるだけでな く,か かわ り合いながらお互いに学習へ

の動機づけを行い,学 習意欲を高め合ってい く,「学び合 う学習環境」 を醸成 していると考 えることがで きる。

6今 後 の課題

本研究 を通 して,言 語活動の前 ・後 ・途中でNPRMを 設定 し,言 語活動 を展開することは,学 習者の意欲 を高め,言

語活動そのものの活性化 につながる ということがわかった。

それは,NPRMに よって,学 習者が 「責任 をもって言語活動に取 り組まなければいけない」「自分 も真似 して上手 に

な りたい」「一つの課題ができるようになったから次 もがんば りたい」 とい う,英 語学習に対する動機づけが促進 され

るからである。また,活 動の内容が理解 しやす くなるとい うことは協同的 ・支持的な雰囲気 を生み出し,学 習者が自信

をもって課題に取 り組む姿勢をつ くり出す。加えて,単 元や学期単位で,NPRMを 伴 うプレゼ ンテーションの課題 を設

定することで,学 習者 自身が英語力を確認 し,そ の後の英語学習に対する意欲を高め,話 す力 を含む英語力のさらなる

向上につなげることがで きる。

一方
,指 導者がNPRMの 位置づけを考 えることで,基 本的な発音練習やパタンプラクティスをコミュニケーション活

動やプレゼンテーション活動にどうつなげるかを工夫 して配列 しようと心がけ,指 導計画を入念に立てるようになる。

そ して,学 習グループのメンバーを組織化 し学習形態を十分 に検討するようになる。その結果,指 導内容 に有機的なつ

なが りをもたせ,協 同的な雰囲気の もと,学 習指導が行える。さらに,学 習者が主体 となって活動する時間が増えるた

め,指 導者が学習者の活動を 「みとる」時間を確保でき,個 々の生徒に対する指導 を充実 させ ることもできる。

上記のとお り,NPRMの 設定 を通 して得られる学習者 ・指導者双方への波及効果はとても大 きい。今後 も継続 して適

切 な場面でNPRMを 設定 し,最 大限に効果が得 られる指導計画 を練ることが求められる。また,4技 能を高める上でど

のようなNPRMの 位置づけが各技能の向上に有益かについて検証が必要である。その点で,我 々指導者は,学 習者が英

語 を使おうと努力するための 「足場」 を固め,構 造 化 していかなければならない(Murphey2010)と いう考 えに一致

する。今後はNPRMの 設定 を指導計画の どこに位置づけるべ きかをさらに検証 し,効 果 を高めていきたい。
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